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1.  平成23年2月期第2四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 44,014 △9.1 1,477 ― 1,154 ― 1,104 ―

22年2月期第2四半期 48,429 ― △40 ― △169 ― △563 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 9.63 ―

22年2月期第2四半期 △4.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 72,371 4,210 5.8 36.72
22年2月期 74,012 3,100 4.2 27.04

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  4,210百万円 22年2月期  3,100百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― ― ― 0.00 0.00

23年2月期 ― ―

23年2月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,500 △9.5 2,850 293.6 2,200 694.2 1,750 ― 15.26



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 ・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引 
  法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 ・業績予想につきましては、平成22年７月５日の決算発表時の業績予想から修正しております。詳しくは本日発表の「平成23年２月期通期 
(連結・個別)業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
 ・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等 
については、四半期決算短信(添付資料)3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 114,804,953株 22年2月期  114,804,953株

② 期末自己株式数 23年2月期2Q  146,179株 22年2月期  144,795株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 114,659,304株 22年2月期2Q  114,666,539株
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１. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

　(1) 連結経営成績に関する定性的情報
　当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日～平成22年８月31日）におけるわが国経済は、輸出
や生産を中心に持ち直しがみられたものの、円高の進行や海外経済の減速懸念等もあり、い
まだ景気回復を実感するに至らぬ状況にあります。
　百貨店業界におきましても、政府による各種景気対策が講じられていますが、個人消費に
影響する雇用情勢や所得水準は依然として厳しく、売上高は前年を下回る状況が続いており
ます。
　こうした状況の下、当社グループにおきましては、本年４月「井筒屋グループ中期３ヵ年
計画」を策定、推進いたしております。
　より一層厳しさが予測される各店舗の競合状況の変化をふまえ、売上高の減少が継続して
も、安定的に利益を計上できる収益構造に転換し、効率的な百貨店モデルの構築をめざして
おります。
　当社グループの主要な事業であります百貨店業におきましては「お客様第一主義」を基本
として、品揃えの強化を進めるとともに、販売サービスの向上をはかり、ライフスタイルや
商環境の変化への対応力強化に取り組んでおります。
　本店におきましては、地域のお客様のニーズに対応した品揃え・サービスを実現すべく、
本年４月に新世代ミセスをターゲットに、カジュアルファッションをお求めやすい価格で提
供する「アンソレイユ」をオープンさせ、紳士服におきましても、九州各百貨店と共同企画
によるオリジナル商材を開発いたしました。また、５月には新たな取り組みといたしまして、
本店・黒崎店共同で「大リサイクルキャンペーン」を実施し、集客力の向上に努めてまいり
ました。
　コレットにおきましては、新たな顧客層の開拓と集客力の向上を目的に、ヤングをターゲ
ットにした話題性、集客力のあるテナントを積極的に誘致し、本店との商品の差別化を引き
続き推進しております。
　山口店におきましては、商圏唯一の百貨店として、地元に目を向けた品揃えや集客戦略を
はかっております。なかでも、食品フロアの品揃えをよりデイリー性の高いものとし、「食
品土日祭」を開催するなど、近隣商圏からの来店頻度の向上と顧客の固定化に努めておりま
す。
　また、グループ全体におきましても、顧客基盤の強化をはかるため、当社ハウスカードで
あるウィズカードの会員獲得を強力に推進するとともに、分割払いにもポイントを付与する
新しいサービスを展開するなど、お客様の満足向上に努めてまいりました。
　第２四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は44,014百
万円（前年同四半期比9.1％減)と減少しましたものの、大幅なコスト削減をはじめとした収
益構造の転換をおこないました結果、営業利益1,477百万円(前年同四半期は40百万円の営業
損失）、経常利益1,154百万円(前年同四半期は169百万円の経常損失)、四半期純利益1,104
百万円（前年同四半期は563百万円の四半期純損失)となりました。
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　(2) 連結財政状態に関する定性的情報
　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,640百万円減少し、
72,371百万円となりました。これは主に有形固定資産と商品の減少によるものであります。
負債については前連結会計年度末に比べて2,750百万円減少し68,161百万円となりました。
これは主に前連結会計年度末に未払金に計上いたしました早期退職金の減少によるものであ
ります。純資産は、前連結会計年度末に比べて1,109百万円増加し、4,210百万円となりまし
た。

　(3) 連結業績予想に関する定性的情報
　平成22年７月５日に公表しました通期の業績予想を修正いたしました。
　詳細につきましては、本日公表の「平成23年２月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関
するお知らせ」をご参照ください。
（注）　上記の業績予想は、この資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断し　　
　　　たものであり、実際の業績は今後の様々な要因により、予想数値と異なる結果となる可能
　　　性があります。
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２. その他の情報
　(1) 重要な子会社の異動の概要
　　　 　 該当事項はありません。

　(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
  ①　一般債権の貸倒見積高の算定方法
　　  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著
　  しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見
　  積高を算定しております。

  ②　固定資産の減価償却費の算定方法
　　  定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を
　  期間按分して算定しております。

　(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
  ①　会計基準の改正に伴う変更
　　　該当事項はありません。

  ②　①以外の変更
　　　表示方法の変更

（四半期連結損益計算書）
　　前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取
　賃貸料」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間で
　は区分掲記することとしております。
　　なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸
　料」は167百万円であります。
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成２２年８月３１日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成２２年２月２８日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,555 3,528

受取手形及び売掛金 2,032 2,004

有価証券 34 34

商品 3,936 4,388

貯蔵品 25 31

その他 934 968

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 10,516 10,952

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 16,513 17,233

土地 25,363 25,411

その他（純額） 686 793

有形固定資産合計 42,563 43,438

無形固定資産 726 811

投資その他の資産   

長期貸付金 11,726 11,881

その他 7,264 7,334

貸倒引当金 △426 △406

投資その他の資産合計 18,565 18,809

固定資産合計 61,854 63,059

資産合計 72,371 74,012
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成２２年８月３１日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成２２年２月２８日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,695 7,518

短期借入金 1,295 625

未払法人税等 65 70

その他の引当金 317 299

その他 12,190 14,868

流動負債合計 21,563 23,382

固定負債   

長期借入金 37,550 37,775

再評価に係る繰延税金負債 4,341 4,341

退職給付引当金 1,264 1,438

その他の引当金 1,373 1,251

負ののれん 677 776

その他 1,390 1,945

固定負債合計 46,597 47,529

負債合計 68,161 70,911

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,532 10,532

資本剰余金 11,904 11,904

利益剰余金 △23,800 △24,904

自己株式 △21 △21

株主資本合計 △1,385 △2,489

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 22 17

土地再評価差額金 5,572 5,572

評価・換算差額等合計 5,595 5,590

純資産合計 4,210 3,100

負債純資産合計 72,371 74,012
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 48,429 44,014

売上原価 35,909 32,802

売上総利益 12,519 11,212

販売費及び一般管理費 12,560 9,734

営業利益又は営業損失（△） △40 1,477

営業外収益   

受取利息 123 129

持分法による投資利益 71 65

協賛金収入 261 15

負ののれん償却額 99 99

未回収商品券受入益 128 201

受取賃貸料 － 179

その他 345 113

営業外収益合計 1,029 803

営業外費用   

支払利息 575 460

売上割引 222 194

商品券回収損失引当金繰入額 103 177

その他 257 295

営業外費用合計 1,158 1,126

経常利益又は経常損失（△） △169 1,154

特別利益   

投資有価証券売却益 － 9

役員退職金返上益 － 67

システム解約損失引当金戻入益 23 －

貸倒引当金戻入額 0 1

特別利益合計 24 77

特別損失   

固定資産売却損 － 4

固定資産除却損 45 14

投資有価証券評価損 11 4

会員権売却損 0 13

ＰＣＢ廃棄物処理費用引当金繰入額 － 24

早期割増退職金 4 －

たな卸資産評価損 288 －

店舗撤退損失 19 －

退職給付費用 22 －

構造改革費用 － 36

特別損失合計 392 98

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△538 1,133

法人税、住民税及び事業税 24 28

四半期純利益又は四半期純損失（△） △563 1,104
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　(3) 継続企業の前提に関する注記
　 該当事項はありません。

　(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
　 該当事項はありません。
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